問題の解答―上巻

第１章

１-１１．定量的／比率

２．定性的／名義

３．定量的／比率

４．定性的／名義

５．定量的／比率
６．定量的／間隔

７．定量的／比率

８．定量的／比率

９．定量的／比率

10. 定量的／比率

11. 定量的／順序
１-２　尺度の強さに関してみれば、弱いものから強いものへの順で、名義、順序、間隔、比率

１-３　順序尺度

１-４　無作為標本とはいえない。フレームを用いれば、無作為標本となる

１-５　本文参照（解答省略）

１-６　順序尺度

（1-7、1-8、1-9について）
パーセンタイルと四分位数の求め方については、本文記載の計算方法とMicrosoft Excelにおける関数の計算方法との間で若干異なっています（本書68頁を参照）。したがって、エクセルの関数を使ってパーセンタイルや四分位数を求めた場合、本文記載の方法での計算結果と合わないことがあります（このサイトで提供している本書のテンプレートではExcelの関数を使って計算されます）。ここでは問題１－７、１－８、１－９について、本文記載の方法によって求めた解答とともに、カッコ内でエクセルの関数を使って求めた解答を示しておきます。

１-７　下方四分位= 121(121)
中央四分位= 128(128)
上方四分位= 133.5 (133)
10パーセンタイル= 114.8 (116.4)
15パーセンタイル= 118.1 (118.8)
65パーセンタイル= 131.1 (130.8)
四分位範囲= 12.5 (12)
１-８　中央値= 70 (70)
20パーセンタイル= 45 (46.4)
30パーセンタイル= 53.8(54.6)
60パーセンタイル= 76.8(76.6)
90パーセンタイル= 89.4 (87.9)
１-９　中央値= 51 (51)
下方四分位= 30.5 (31.5)
上方四分位= 194.25 (162.75)
四分位範囲= 163.75 (131.25)
45パーセンタイル= 42.2 (43)
１-10　平均値= 126.64、中央値= 128、最頻値= 128, 134, 136
１-11　平均値= 66.955、中央値= 70、最頻値= 45
１-12　平均値= 199.875、中央値= 51、最頻値=なし
１-13　平均値= 21.75、中央値= 13、最頻値= 12
１-14　平均値= 592.93、中央値= 566、外れ値= 940
１-15　分散と標準偏差（理由は本文を参照）
１-16　範囲= 27、分散= 57.74、標準偏差= 7.5986
１-17　範囲= 60、分散= 321.38、標準偏差= 17.927
１-18　範囲= 1,186、分散= 110,287.45、標準偏差= 332.096
１-19　チェビシェフの定理は当てはまるが、経験則は当てはまらない（分布が山形ではない）
１-20　チェビシェフの定理は当てはまるが、経験則は当てはまらない（分布が山形ではない）
１-21　（省略）
１-22　（省略）
１-23　（グラフは省略）

平均値= 18.532ドル、中央値= 15.93ドル

１-24　5 | 5688
6 | 0123677789
7 | 0222333455667889
8 | 224
１-25　幹葉図は、ヒストグラムと似ているが、個々の標本データを持っている。箱ひげ図は、外れ値の発見と分布の形状の把握に有用である
１-26　データは中央値の周囲に集中している（箱ひげ図は省略）
１-27　（箱ひげ図は省略）

μ= 127、σ= 11.45、σ2 = 131.04、最頻値= 127、外れ値= 101, 157
１-28　幹葉図や箱ひげ図を用いて、外れ値を発見することができる。外れ値は単に削除するのではなく、検討を加えなければならない
１-29　（箱ひげ図は省略）
鉱山Ａ：3 | 2457
4 | 12355689
5 | 123
6 | 0
―外れ値―

7 | 36
8 | 5
　　鉱山Ｂ：2 | 3489
3 | 24578
　　　　　　4 | 034789
5 | 0129
１-30　（省略）
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２-１　客観的確率と主観的確率

２-２　標本空間とは、ある試行におけるすべての可能な結果の集合である
２-３　G(F：赤ちゃんが女の子か、もしくは（性別に関係なく）体重が５ポンドを超える
G(F：赤ちゃんが女の子で、かつ体重が5ポンドを超える

２-４　0.417

２-５　S(B：株式、または債券、もしくは両方を購入する
S(B：株式と債券の両方を購入する

２-６　３つ目の標本空間が正解（本文の設問（66頁３行目）では「次のデータは、41社の企業を」となっておりますが、「次のデータは、31社の企業を」の誤りでした）
２-７　ａ．1/52
ｂ．1/52
ｃ．1/51

２-８　「非常に高い確率とは、0.85」というのが原書の解答

２-９　そのチームの勝つ確率は、非常に高い
２-10　ａ．相互排他的
ｂ．0.035　（本文の設問（96頁12行目）では「機械が制御不能である確率は0.12」となっておりますが、「確率は0.02」の誤りでした）
ｃ．0.985、余事象

２-11　0.49

２-12　0.7909

２-13　0.5

２-14　0.34

２-15　0.6

２-16　ａ．0.1002
ｂ．0.2065
ｃ．0.59
ｄ．0.144
ｅ．0.451
ｆ．0.571
ｇ．0.168
ｈ．0.454
ｉ．0.569

２-17　ａ．0.484
ｂ．0.455
ｃ．0.138
ｄ．0.199
ｅ．0.285
ｆ．0.304
ｇ．0.801

２-18　2003年: 0.4758、2002年: 0.4608
２-19　0.8143
２-20　0.72675
２-21　0.99055
２-22　事象１と事象２は、相互依存的。残りの組み合わせは独立
２-23　独立事象ではない
２-24　0.3686
２-25　0.00048
２-26　0.0039、0.684
２-27　362,880
２-28　120
２-29　0.00275
２-30　0.0000924
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３-６　E(X) = 1.8、V(X) = 2.76、 SD(X) = 1.661
３-７　E(X) = 21.5、V(X) = 162.75
３-８　E(目の和) = 7
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　252/36 = 7
３-９　E(X) = 4.05、V(X) = 2.7475、SD(X) = 1.6576
３-10　チェビシェフの定理より、8/9 = 1－1/32  (k = 3)
  　　　標準偏差の3倍以内
３-11　ａ．2000
ｂ．P(X > 0) = 0.6 なので成功しそうである
ｃ．E(X) = +800　（考え方は省略）

ｄ．標準偏差、V(X) = 2,160,000、SD(X) = 1,469.69　（理由は省略）
３-12　E(aX + b) = 5000E(X) + 25,000 = 45,250
３-13　違約金は X2 だから、  E(X2) = 12.39
３-14　分散は、確率変数の広がり、不確実性の尺度である
３-15　V(費用) = V(aX + b) = a2 V(X) = 68,687,500、 SD(費用) = 8,287.79
３-16　3.11
３-17　もし、セールスの電話が独立であれば、二項分布に従う
３-18　同一の家族の人は相互に関連性があり、独立ではないので、二項分布に従わない
３-19　ａ．わずかに歪んでいる。nが相加するにつれて、より左右対称になる
ｂ．p = 0.5の時、左右対称、
p＞0.5の時、左に歪む、 p＜0.5の時、右に歪む
３-20　ａ．0.8889
ｂ．11
ｃ．0.55
３-21　ａ．0.9981
ｂ．0.889, 0.935
ｃ．4, 5
ｄ．エンジンの信頼度を向上させる方が良い
３-22　ａ．期待値 = 6.25、分散 = 6.77083
ｂ．61.80%
ｃ．11
ｄ．p = 0.7272
３-23　ａ．期待値 = 2.857、分散 = 5.306
ｂ．82.15%
ｃ．7
ｄ．p = 0.5269
３-24　ａ．0.5
ｂ．女性を4人増やす、男性を３人減らす
３-25　ａ．0.843
ｂ．6
ｃ．μ= 1.972
３-26　ａ．MTBF = 5.74日
ｂ．P(x≦1) = 0.1599
ｃ．0.1599
ｄ．0.4185
３-27　（省略）
３-28　sやpが増加するにつれ、歪度は減少する。
３-29　ａ．0.7807
ｂ．0.2858
ｃ．（省略）

ｄ．（省略）
３-30　ａ．0.7627
ｂ．0.2373
３-31　ａ．0.2119
ｂ．0.2716
ｃ．0.1762
３-32　ａ．P(x = 5) = 0.2061
ｂ．P(x = 4) = 0.2252
ｃ．P(x = 3) = 0.2501
ｄ．P(x = 2) = 0.2903
ｅ．P(x = 1) = 0.3006
３-33　P(x≧2) = 0.5134
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４-１　0.6826、0.95、0.9802

４-２　0.1805

４-３　0.0215

４-４　0.9901

４-５　ゼロに近い、極めて小さい数
４-６　0.9544

４-７　可能性は小さい。P = 0.00003

４-８　z = 0.48

４-９　z = 1.175

４-10　z = ±1.96

４-11　0.0164

４-12　0.927

４-13　0.003

４-14　0.8609、0.2107、0.6306

４-15　0.0931

４-16　0.0004

４-17　0.8644

４-18　0.3759、0.0135、0.8766

４-19　0.8167

４-20　15.67

４-21　76.35、99.65

４-22　-46.15

４-23　832.6、435.5

４-24　[18,130.2, 35,887.8]

４-25　33,224.27ドル

４-26　2,148.68ドル

４-27　0.99998

４-28　0.3804

４-29　0.3899
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５-１　母数とは、母集団の数的尺度。標本統計量とは、標本の数的尺度。推定量とは、母数を推定するのに用いられる標本統計量

５-２　5/12 = 0.41667

５-３　ａ．1.690385
ｂ．0.2475

５-４　（省略）
５-５　（省略）
５-６　標本分布は標本統計量の確率分布であり、推定結果の正確さを決めるのに使われる
５-７　
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５-８　母集団の分布が未知の時

５-９　二項分布。np = 1.2 であり、正規近似は使えない

５-10　0.075

５-11　0.3829

５-12　0.2308

５-13　ａ．0.0907

ｂ．（省略）

５-14　0.0497

５-15　0.0190

５-16　一致性を持つ推定量とは、n→∞ で母数に近づく確率が増加することを意味する。予算に余裕があれば、標本数を増やすことができ、この確率を高くすることができる

５-17　長所：すべてのデータの上方を使うこと
短所：外れ値の影響を受けやすい可能性があること
５-18　本文参照（解答省略）
５-19　ａ．平均= 43.667, SSD = 358、MSD = 44.75
ｂ．対応する観測値の平均を用いる (40.75, 49.667, 40.5)
ｃ．SSD = 195.917、MSD = 32.6528
５-20　１枚の未知の小切手金額を求めることは、可能である
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６-１　本文参照（解答省略）

６-２　本文参照（解答省略）

６-３　[86,978.12, 92,368.12]
６-４　[31.098, 32.902] ガロンあたりマイル

６-５　[9.045, 9.555] %

６-６　95% : [136.99, 156.51]、90% : [138.56, 154.94]、99% : [133.93, 159.57]

６-７　[17.4, 22.6] %
６-８　8.393

６-９　95% : [15,684.37, 17,375.63]、99% : [15,418.6, 17,641.4]

６-10　[27.93, 33.19] 千マイル
６-11　[72.599, 89.881]
６-12　[29.87, 59.33] ドル

６-13　[2.344, 2.856] 日

６-14　[93.75, 108.71]
６-15　[15.86, 17.14] ドル

６-16　[5.44, 7.96] 年

６-17　[55.85, 67.48]
６-18　[9.764, 10.380] 
６-19　[41.96, 44.04]
６-20　[0.4658, 0.7695]
６-21　[0.5694, 0.6306]
６-22　[0.3213, 0.3787] 
６-23　[0.0375, 0.2702]
６-24　[0.5357, 0.6228] 
６-25　[0.7336, 0.8464]
６-26　[61.11, 197.04]
６-27　[19.25, 74.92]
６-28　[1268.03, 1676.68] 
６-29　271
６-30　39
６-31　131

６-32　865
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７-１　H0: p = 0.8
H1: p ( 0.8

７-２　H0:μ≦12
H1:μ＞12

７-３　H0:μ≦1.78ドル
H1:μ＞1.78ドル

７-４　本文参照（解答省略）

７-５　（省略）
７-６　ａ．左側検定
ｂ．右側検定
ｃ．左側検定
ｄ．右側検定
ｅ．両側検定
ｆ．右側検定
ｇ．両側検定

７-７　ａ．左裾方向
ｂ．右裾方向
ｃ．両裾方向

７-８　ａ．p-値は減少
ｂ． p-値は増加
ｃ．p-値は減少

７-９　z = 1.936、帰無仮説を棄却しない（p-値は0.0528）

７-10　z = 4.68、帰無仮説を棄却する

７-11　t(15) = 1.55、帰無仮説を棄却しない（p-値＞0.10）

７-12　z =－3.269、帰無仮説を棄却する（p-値は0.0011）

７-13　t(24) = 2.25、α= 0.01では、帰無仮説を棄却しない。α= 0.05では、帰無仮説を棄却

７-14　z = 0.472、帰無仮説を棄却しない（p-値は0.637）

７-15　z = 1.539、帰無仮説を棄却しない（p-値は0.1238）

７-16　z = 1.622、帰無仮説を棄却しない（p-値は0.1048）

７-17　t(23) = 2.939、帰無仮説を棄却する

７-18　z = 16.0、帰無仮説を棄却する

７-19　z =－20、帰無仮説を棄却する

７-20　z =－1.304、帰無仮説を棄却しない（p-値は0.0962）

７-21　z = 9.643、帰無仮説を棄却する

７-22　z =－24.79、帰無仮説を棄却する

７-23　加速：z = 2.789、帰無仮説を棄却する（p-値は0.0026）
　　　制動：z = 1.00、帰無仮説を棄却しない（p-値は0.1587）
７-24　検出力= 0.9092

７-25　（省略）
７-26　ａ．（省略）

ｂ．検出力= 0.4968
ｃ．得られるものは多くない

７-27　ａ．（省略）

ｂ．検出力= 0.6779
ｃ．するべき

７-28　a. 54
ｂ．（省略）

ｃ．（省略）
第８章

８-１　t(24) = 3.11、帰無仮説を棄却する（p-値＜0.01）
８-２　t(11) = 2.034、帰無仮説を棄却できない

８-３　t(14) = 1.469、帰無仮説を棄却できない

８-４　検出力= P(Z > 1.55) = 0.0606

８-５　z =－3.13、帰無仮説を棄却する
８-６　z = 3.3、帰無仮説を棄却する
８-７　z = 4.24、帰無仮説を棄却する
８-８　ａ．片側検定、H0: μ1－μ2 ≦ 0
ｂ． z = 1.53
ｃ．α= 0.05において、帰無仮説を棄却しない
ｄ．0.063
ｅ．t(19) = 0.846、帰無仮説を棄却しない
８-９　[2.416, 2.664] %
８-10　t(26) =－1.132、帰無仮説を棄却しない（p-値＞0.10）

８-11　t(27) =－1.92、帰無仮説を棄却しない
８-12　t(13) = 1.164、帰無仮説を棄却しない（p-値＞0.10）
８-13　z = 2.785、帰無仮説を棄却する（p-値は0.0026）
８-14　t(28) = 5.136、帰無仮説を棄却する
８-15　z = 2.835、帰無仮説を棄却する（p-値= 0.0023）
８-16　z =－0.228、帰無仮説を棄却しない
８-17　[0.0419, 0.0781]
８-18　z = 1.601、α= 0.05において、帰無仮説を棄却しない（p-値= 0.0547）
８-19　z =－1.4599、帰無仮説を棄却しない
８-20　z = 5.33、帰無仮説を棄却する（p-値は極めて小さい）
８-21　F(17, 11) = 2.16、α= 0.10において、帰無仮説を棄却しない

８-22　F(27, 20) = 1.838、α= 0.10において、帰無仮説を棄却しない

８-23　F(24, 24) = 1.538、帰無仮説を棄却しない

８-24　母集団からの独立した無作為標本抽出、および母集団が正規分布に従うこと
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